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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】受信先が、通話中などの理由で一斉呼出音声を
受取ることができない場合に、一斉呼出音声を送る側の
内線電話機の表示器に受取り不能の内線電話機を表示し
、一斉呼出音声を受取らなかったことを当該送信先が認
識できるようにする。
【解決手段】電話機に一斉呼出可能リスト要求手段と該
リスト受信手段と該リストに掲載された内線の一斉呼出
要求機能を具備させ、呼制御装置には、電話機からの一
斉呼出可能リスト要求の受信手段と各々の内線の呼出可
否検出手段と検出した呼出可能内線をリスト化して一斉
呼出可能リストを送信する手段と一斉呼出要求があった
場合に前記リストの内線電話を一斉に呼出す手段を具備
させることによって、一斉呼出音声を送る側の内線電話
機の表示器に該受け取り不能の内線電話機を表示するこ
とで送り側ユーザに状況を予め知らせることができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
外線および内線を収容する呼制御装置と前記内線に繋がる複数の内線電話機から成る電話
システムにおいて、
前記内線電話機は、特定の内線グループまたは全内線の内、一斉呼出しに応答可能な内線
リストを要求する一斉呼出可能リスト要求手段と、前記呼制御装置から前記一斉呼出可能
リスト要求手段が要求したリストを受信する一斉呼出可能リスト受信手段と、前記一斉呼
出可能リスト受信手段が受信したリストに掲載された内線の一斉呼出しを前記呼制御装置
に要求する一斉呼出要求手段とを有し、
前記呼制御装置は、前記内線電話機から前記一斉呼出可能リスト要求を受信する一斉呼出
可能リスト要求受信手段と、前記一斉呼出可能リスト要求受信手段が一斉呼出可能リスト
要求を受信した場合に、各々の内線の呼出し可否を検出する呼出可否検出手段と、前記呼
出可否検出手段が検出した呼出可能な内線をリスト化して、当該リスト要求元の内線電話
機へ送信する一斉呼出可能リスト送信手段と、当該リスト要求元の内線電話機から一斉呼
出しの要求があった場合に前記送信したリストの内線電話機を一斉に呼出す一斉呼出手段
とを有する
ことを特徴とする一斉呼出機能を有する電話システム。
 
【請求項２】
請求項１に記載の電話システムにおいて、
前記内線電話機は、一斉呼出しを拒否する内線を設定する一斉呼出拒否設定手段をさらに
有し、
前記一斉呼出可能リスト送信手段は、前記一斉呼出拒否設定された内線を当該内線の呼出
しの可否に係らず、前記呼出可能な内線リストから除外することを特徴とする一斉呼出機
能を有する電話システム。
 
【請求項３】
請求項２に記載の電話システムにおいて、
前記内線電話機は、一斉呼出しを拒否しない特定の内線を登録する非拒否内線登録手段を
さらに有し、
前記一斉呼出可能リスト送信手段は、呼出可能な内線の電話機が前記一斉呼出拒否設定し
ていた場合であっても、当該一斉呼出しを要求する内線が前記非拒否内線登録手段に登録
された内線であった場合に、当該内線を前記呼出可能な内線リストから除外しないことを
特徴とする一斉呼出機能を有する電話システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、内線に接続される内線電話機と、該内線電話機を内線として管理・制御する呼
制御装置を有する電話システムの技術に係り、特に一つの内線電話機から複数の内線電話
機を一斉に呼出す技術に関するものである。
 
【背景技術】
【０００２】
特許文献１には、ＴＣＰ／ＩＰネットワークに接続されるＩＰ電話機を呼制御装置が内線
として管理、制御するＬＡＮ電話システムが開示されている。この技術は、ＩＰマルチキ
ャストにより、送信ＩＰ電話機からのメッセージを一斉に伝送するものであって、受信Ｉ
Ｐ電話機がマルチキャストを受信できない装置である場合に、ユニキャストデータとの併
用により全てのＩＰ電話機に対して一斉にメッセージを確実に伝えるものである。
【特許文献１】特開２００４－３２０３８２号
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
しかし、この技術において受信先のユーザが、通話中などの理由で一斉呼出音声を受取る
ことができない場合に、一斉呼出音声を送信元のユーザに知らされない為、受信先のユー
ザが一斉呼出音声を受取れなかったことを送信元のユーザが認識できないという問題があ
った。
 
【課題を解決するための手段】
【０００４】
本発明は、このような問題に鑑みなされたものであり、外線および内線を収容する呼制御
装置と前記内線に繋がる複数の内線電話機から成る電話システムにおいて、前記内線電話
機には、特定の内線電話機グループに所属する内線リストまたは全内線の内、一斉呼出し
に応答可能な内線リストを要求する一斉呼出可能リスト要求手段と、前記呼制御装置から
前記一斉呼出可能リスト要求手段が要求したリストを受信する一斉呼出可能リスト受信手
段と、前記一斉呼出可能リスト受信手段が受信したリストに掲載された内線の一斉呼出し
を前記呼制御装置に要求する一斉呼出要求手段とを具備させ、
また、前記呼制御装置には、前記内線電話機から前記一斉呼出可能リスト要求を受信する
一斉呼出可能リスト要求受信手段と、前記一斉呼出可能リスト要求受信手段が一斉呼出可
能リスト要求を受信した場合に、各々の内線の呼出し可否を検出する呼出可否検出手段と
、前記呼出可否検出手段が検出した呼出可能な内線をリスト化して、当該リスト要求元の
内線電話機へ送信する一斉呼出可能リスト送信手段と、当該リスト要求元の内線電話機か
ら一斉呼出しの要求があった場合に前記送信したリストの内線電話機を一斉に呼出す一斉
呼出手段とを具備させる。
【発明の効果】
【０００５】
本発明によれば、通話中などの理由により一斉呼出音声を受取れない可能性がある受取側
の内線電話機がある場合に、一斉呼出音声を送る側の内線電話機の表示器に該受け取り不
能の内線電話機を表示することが出来、それによって一斉呼出に応答できない内線電話機
が存在することを送信側ユーザに予め認識させることが出来る。
【０００６】
また通話中などの理由により一斉呼出音声を受取れなかった内線電話機があった場合には
、当該内線電話機の表示器に一斉呼出が行われたことを表示することができ、それによっ
て該内線電話機のユーザに対して、一斉呼出音声を受取れなかったことを知らせることが
できる。
【０００７】
また、一斉呼出音声を受取れなかった当該ユーザは、当該音声を再生できるように音声を
一時的に記憶するよう備えられた装置にアクセスして、時間差があるものの一斉呼出音声
を聞いたり、一斉呼出を起動した相手に内容を問い合わせたりするなど確実に相手に伝わ
る仕組みを設けることができる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
図１に本発明の基本的なシステム構成を示す。
呼制御装置１００は内線電話機２００相互間の内線通話の呼制御を行うもので、本発明で
規定する内線電話機グループを管理する。表１に内線電話機グループと内線電話番号を対
応付けたデータベースの一例を示す。
外線１０は加入者回線、ＩＰ電話回線等の通信事業者がサービスを提供する回線を示し、
内線２０は内線電話機２００相互間の内線通話の音声を伝送したり呼制御装置１００と内
線電話機２００間の呼制御メッセージを伝送する回線を示す。内線２０（２０－１,２０
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－２,・・・）を介して呼制御装置１００と複数の内線電話機２００（２００－１，２０
０－２,・・・）が接続されている。
【０００９】
呼制御装置１００には、内線電話機からの一斉呼出可能リスト要求を受信する一斉呼出可
能リスト要求受信手段と、該一斉呼出可能リスト要求受信手段が一斉呼出可能リスト要求
を受信した場合に、各々の内線の呼出し可否を検出する呼出可否検出手段と、該呼出可否
検出手段が検出した呼出可能な内線電話機をリスト化して、当該リスト要求元の内線電話
機へ返送する一斉呼出可能リスト送信手段と、当該リスト要求元の内線電話機から一斉呼
出しの要求があった場合に前記送信したリストの内線電話機を一斉に呼出す一斉呼出手段
とを備えている。
【００１０】
また、内線電話機２００には、特定の内線電話機グループに所属する内線リストまたは全
内線の内、一斉呼出しに応答可能な内線リストを要求する一斉呼出可能リスト要求手段と
、前記呼制御装置から前記一斉呼出可能リスト要求手段が要求したリストを受信する一斉
呼出可能リスト受信手段と、該一斉呼出可能リスト受信手段が受信したリストに掲載され
た内線の一斉呼出しを前記呼制御装置に要求する一斉呼出要求手段とを備えている。
【００１１】
また、本発明の内線電話機２００は、一斉呼出しの拒否を設定する一斉呼出拒否設定手段
を有し、さらに、特定の内線電話機で、一斉呼出しを拒否しない登録する非拒否内線登録
手段を有する。
一斉呼出しの拒否設定手段は、自己の電話機の一斉呼出の拒否設定を行うものであり、ま
た、非拒否内線登録手段は、自己の電話機および他の内線電話機の非拒否を呼制御装置に
対して登録するものである。　特定の内線電話機に対する一斉呼出拒否設定と非拒否内線
登録が重なった場合、どちらを優先するか呼制御装置に予め設定しておくことができる。
 
 
 
 

【表１】

 
       
【００１２】
図２に本発明の呼制御装置１００の機能ブロック図を示す。
通信制御部１０１は、外線１０および内線２０の通信回線とのメッセージのやり取りを制
御する。呼制御部１０２は、内線電話機２００の呼出しメッセージの管理を行う。主制御
部１０３は、呼制御装置１００全体の管理を行う。
一斉呼出可能内線電話機状態記憶部１０４は、一斉呼出に対して、各内線電話機グループ
に所属する内線電話機が、受付可能か否を記憶するデータベースである。表２に、一斉呼
出可能内線電話機状態記憶部１０４における内線電話機グループごとの受付可否を記憶す
るデータベースの一例を示す。
 
【００１３】
内線電話機一斉呼出管理部１０５は、内線電話機２００の個々の状態を監視し、一斉呼出
可能内線電話機状態記憶部１０４に状態を反映する。そのため、内線電話機一斉呼出管理
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部１０５は、内線電話機から前記一斉呼出可能リスト要求を受信する一斉呼出可能リスト
要求受信手段と、前記一斉呼出可能リスト要求受信手段が一斉呼出可能リスト要求を受信
した場合に、各々の内線の呼出し可否を検出する呼出可否検出手段と、前記呼出可否検出
手段が検出した呼出可能な内線をリスト化して、当該リスト要求元の内線電話機へ送信す
る一斉呼出可能リスト送信手段と、当該リスト要求元の内線電話機から一斉呼出しの要求
があった場合に前記送信したリストの内線電話機を一斉に呼出す一斉呼出手段を有する。
【００１４】
また、内線電話機一斉呼出管理部１０５は、通話中等の理由で一斉呼出に応答できなかっ
た内線電話
機があった場合に、呼制御部１００の音声データ蓄積部１０６に保留された一斉呼出音声
を該内線電
話機が聞きだすまでの状態管理を行う。
 
 
 
 
【表２】

 
【００１５】
音声データ蓄積部１０６は、一斉呼出要求時に応答できなかった内線電話機のユーザが、
後で一斉呼出の伝文音声を聞きだせるように該一斉呼出音声を一時蓄積する。
【００１６】
図３は、内線電話機２００の機能ブロック図を示す。
通信制御部２０１は、内線２０を介して呼制御装置１００とのメッセージのやり取りを行
う。一斉呼出管理部２０２は、主制御部２０３、通信制御部２０１および内線２０を介し
て、呼制御装置１００に対して、一斉呼出可能リスト要求手段を用いてリスト要求を行い
、該リスト要求に対する呼制御装置１００から応答としての一斉呼出可能リストを一斉呼
出可能リスト受信手段により受信し、該呼制御装置１００に対して、受信した該一斉呼出
可能リストに掲載されている内線電話機２００への一斉呼出要求を一斉呼出要求手段によ
り行う。
【００１７】
主制御部２０３は、内線電話機全体の管理を行う。ＭＭ操作部２０４は、内線電話機の操
作ボタンなどの入力機器を有し、また入力された情報の管理を行う。ＭＭ表示部２０５は
、当該内線電話機のユーザに対して視覚表示を行うＬＣＤやＬＥＤ等の素子及び関連の制
御回路である。音声入出力部２０６は、一斉呼出音声を出力する素子(スピーカ)とその制
御回路及び音声を入力する素子(マイク)とその制御回路である。
【００１８】
次に図４～図６を用いて、呼制御装置１００の動作を説明する。
図４は、一の内線電話機が一斉呼出を起動してから一斉呼出を開始するまでの動作シーケ
ンスを示す。
図１において、内線電話機２００－１が一斉呼出を起動する電話機であり、内線電話２０
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０－２、２００－３および２００－４が、一斉呼出される側の電話機である。
【００１９】
ユーザが内線電話機２００－１で、一斉呼出の起動操作（４ａ）を行うと、該内線電話機
２００－１は呼制御装置１００に対して一斉呼出可能内線リスト要求を送信する（４ｂ）
。該呼制御装置１００は呼制御装置１００内の内線電話機一斉呼出管理部１０５の情報に
基づき、対象となる内線電話機２００－２、２００－３、２００－４の各々に対し状態問
合せを送信し（４ｃ）、状態応答（４ｄ）によりその状況を収集し、一斉呼出可能内線電
話機状態記憶部１０４の状態管理テーブルを更新し、その結果より一斉呼出可能内線リス
トを作成し、リスト要求元の内線電話機２００－１へ当該一斉呼出可能内線リストを送信
する（４ｅ）。
【００２０】
内線電話機２００－１はユーザに対してＬＣＤやＬＥＤの可視表示を用いて、内線電話機
ごとに一斉呼出受付可否の状態表示を行う（４ｆ）。同時に内線電話機２００－１は呼制
御装置１００に対して一斉呼出要求を送信する（４ｈ）。呼制御装置１００は内線電話機
２００－２、２００－３、２００－４各々に対して一斉呼出開始通知を送信する（４ｉ）
。内線電話機２００－２、２００－３、２００－４は、それぞれ一斉呼出開始通知に対す
る肯定応答を返信する（４ｊ）ので、この肯定応答をすべて受信すると、呼制御装置１０
０は内線電話機２００－１に対して一斉呼出の準備が完了したことを通知する（４ｋ）。
【００２１】
このとき内線電話機２００－１は、一斉呼出受付可否の状態表示を一歩進めて、一斉呼出
が可能となったことを表示する（４ｍ）。この時点で内線電話機２００－１と内線電話機
２００－２、２００－３、２００－４それぞれとの間に通話パスが確立している（４ｎ）
。
【００２２】
ユーザは、この表示を受けて送話器又はマイクに向かって話し始めると、内線電話機２０
０－２、２００－３、２００－４の受話器又はスピーカから一斉呼出音声が出力される。
これに対して、内線電話機２００－２、２００－３、２００－４いずれかのユーザが対応
する内線電話機の送話器又はマイクに向かって音声で応答すると内線電話機２００－１の
受話器又はスピーカへ該ユーザの音声が出力される。
【００２３】
図５は、一斉呼出しされた内線電話機の一つが応答不能である場合のシーケンスを説明す
る。
本シーケンス図の頭の部分に示すように内線電話機２００－４は外線２０を介して外線通
話中（５ａ）であるので、内線電話機２００－１が一斉呼出しを行う前にすでに一斉呼出
しに応答不能な状態となっている。
【００２４】
このような状態で、ユーザが内線電話機２００－１で、一斉呼出の起動操作（５ｂ）を行
うと、該内線電話機２００－１は呼制御装置１００に対して一斉呼出可能内線リスト要求
を送信する（５ｃ）。該呼制御装置１００は呼制御装置１００内の内線電話機一斉呼出管
理部１０５の情報に基づき、対象となる内線電話機２００－２、２００－３、２００－４
の各々に対して状態問合せを送信し（５ｄ）、それに対し、内線電話機２００－２、２０
０－３は状態応答を返信し（５ｅ）、内線電話機２００－４は、外線通話中につき状態応
答不能を返信する（５ｆ）。呼制御装置１００はその状況を収集し、一斉呼出可能内線電
話機状態記憶部１０４の状態管理テーブルを更新し、その結果より一斉呼出可能内線リス
トを作成し、リスト要求元の内線電話機２００－１へ当該一斉呼出可能内線リストを送信
する（５ｇ）。この場合、当該リスト上で内線電話機２００－４は応答不能の表示がされ
ている。
【００２５】
内線電話機２００－１はユーザに対してＬＣＤやＬＥＤの可視表示を用いて、内線電話機
ごとに一斉呼出受付可否の状態表示を行うが、内線電話機２００－４が応答不能であるこ
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とが表示される（５ｈ）。同時に内線電話機２００－１は呼制御装置１００に対して一斉
呼出要求を送信する（５ｉ）。
【００２６】
呼制御装置１００は内線電話機２００－２、２００－３各々に対して一斉呼出開始通知を
送信し（５ｊ）、応答不能な内線電話機２００－４に対して、例えば音声データ識別ＩＤ
、パスワード、音声データ保留時刻、発内線番号　等を情報要素とする音声データ保留通
知を送信する（５ｋ）。このとき内線電話機２００－４は、電話機のＬＣＤ等の表示を用
いて、「保留音声あり」の表示をユーザに対して行う（５ｍ）。内線電話機２００－２、
２００－３、２００－４は、それぞれ一斉呼出開始通知または音声データ保留通知に対す
る肯定応答を返信する５ｎので、この肯定応答をすべて受信すると、呼制御装置１００は
内線電話機２００－１に対して一斉呼出の準備が完了したことを通知する（５ｐ）。
【００２７】
このとき内線電話機２００－１は、一斉呼出受付可否の状態表示を一歩進めて、一斉呼出
が可能となったことを表示する（５ｑ）。この時点で内線電話機２００－１と内線電話機
２００－２、２００－３それぞれとの間に通話パスが確立している（５ｒ）。
【００２８】
ユーザは、この表示を受けて送話器又はマイクに向かって話し始めると、内線電話機２０
０－２、２００－３の受話器又はスピーカから一斉呼出音声が出力される。これに対して
、内線電話機２００－２、２００－３いずれかのユーザが対応する内線電話機の送話器又
はマイクに向かって音声で応答すると内線電話機２００－１の受話器又はスピーカへ該ユ
ーザの音声が出力される。
【００２９】
図６－１は、応答不能で保留中であった内線電話機２００－４の動作シーケンスを示す。
一斉呼出時に通話中のため応答不能であった内線電話機２００－４が通話終了し、応答可
能になった時、この内線電話機２００－４は、応答可能になった事を呼制御装置１００に
通知する（６ａ）。その後ユーザは、内線電話機２００－４を操作し（６ｂ）、呼制御装
置１００へ、保留されている一斉呼出音声の再生要求を送信する（６ｃ）。
【００３０】
呼制御装置１００は該要求を受取ると、内線電話機２００－４に対して蓄積していた一斉
呼出音声データを送信する（６ｄ）。内線電話機２００－４は一斉呼出音声データを再生
し、ユーザに音声を聞かせる。同時に内線電話機２００－４が表示していた「保留音声あ
り」の表示を消去する（６ｅ）。さらに内線電話機２００－４は、一斉呼出音声の再生が
終了したら一斉呼出音声再生終了を呼制御装置100に対して通知する（６ｆ）。これを受
けて、呼制御装置１００は内線電話機２００－１に対して一斉呼出音声の再生完了通知を
行う（６ｇ）。該再生完了通知を受信すると内線電話機２００－１はユーザに対してＬＣ
ＤやＬＥＤ表示を用いて保留中の内線電話機２００－４が一斉呼出音声の再生完了したこ
とを表示する（６ｈ）。
【００３１】
図６－２は、応答不能で保留中であった内線電話機２００－４を使用せずに、保留中の一
斉呼出音声データを聴取する方法を示したものである。内線電話機２００－３で再生要求
の操作を行う（６ｉ）と内線電話機２００－３は、呼制御装置１００に対して、一斉呼出
音声再生要求の信号を送る（６ｊ）。該要求信号を受信すると呼制御装置１００は保留中
の一斉呼出音声データを内線電話２００－３に送信し（６ｋ）、内線電話２００-３は該
音声データを再生し、ユーザに音声を聞かせる。再生が終了すると呼制御装置１００に一
斉呼出音声再生終了通知をし（６ｍ）、呼制御装置１００は内線電話２００-１に一斉呼
出音声再生完了通知を行い（６ｎ）、内線電話２００－１は保留中の一斉呼出音声再生完
了をユーザに対して表示する（６ｐ）。また、呼制御装置１００は同時に内線電話２００
-４に対しても、一斉呼出音声再生完了通知を行い（６ｑ）、内線電話機２００－４は保
留音声ありの表示を消去する（６ｒ）。
【００３２】
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図７～図１３は、呼制御装置１００の動作フローチャートを示す。
図７のフローチャートは、例えば呼制御装置の電源が投入されたことにより装置が初期化
された時に開始する。
【００３３】
最初に内線電話機２００から受信したメッセージの種別を調査（Ｓ１０１）する。受信メ
ッセージが一斉呼出しを起動した内線電話機からの「一斉呼出可能内線リスト要求」メッ
セージだった場合（Ｓ１０２：Ｙ）、この受信メッセージの中から一斉呼出対象となる内
線電話機グループを取得する（Ｓ１０３）。次に、内線電話機一斉呼出管理部１０５の情
報に基づき該当する内線電話機グループに登録されている内線電話機の状態を各々問い合
わせ、結果を収集し一斉呼出可能内線状態記憶部１０４の状態管理テーブルを更新し（Ｓ
１０４）、更新した状態管理テーブルの情報から「一斉呼出可能内線リスト」を作成する
(Ｓ１０５)。作成した「一斉呼出可能内線リスト」を当該リスト要求元である内線電話機
へ送信する（Ｓ１０６）。尚、実施例および図面上のＹ，Ｎの記号はそれぞれＹｅｓ，Ｎ
ｏを意味する。
 
【００３４】
図８は、受信したメッセージが一斉呼出しを起動した内線電話機からの「一斉呼出要求」
メッセージだった場合（Ｓ１１６：Ｙ）を示す。この場合、表２に示す状態管理テーブル
を参照して、先にＳ１０３で取得した内線電話機グループに所属する内線番号リストの最
左欄にある内線番号の内線電話機の状態を確認する（Ｓ１１７）。
【００３５】
状態が「可能」だった場合（Ｓ１１８：Ｙ）、対象の内線電話番機へ「一斉呼出開始通知
」メッセージを送信（Ｓ１１９）し、対象の内線電話機からの「肯定応答」を受信する（
Ｓ１２０：Ｙ）。状態が「不能」だった場合（Ｓ１２４：Ｙ）、対象の内線電話機へ「音
声データ保留通知」メッセージを送信（Ｓ１２５）し、対象の内線電話機からの「肯定応
答」を受信する。（Ｓ１２６：Ｙ）
【００３６】
表２に示す状態管理テーブルの中で、先に取得した内線電話機グループに該当する行を最
左欄より順次検索し、新しい内線番号毎に前記２種類のメッセージのいずれかを送信する
処理を繰り返し、該内線電話機グループ内の内線番号全てに対して実施する（Ｓ１２１、
Ｓ１２２）。該内線電話機グループの全ての内線番号についてメッセージ通知が完了した
ら、一斉呼出しを起動した内線電話機に対して「一斉呼出準備完了」メッセージを送信す
る（Ｓ１２３）。
【００３７】
図９は、受信したメッセージが、「一斉呼出音声再生要求」メッセージであった場合（Ｓ
１２８：Ｙ）を示す。この場合、メッセージに記載の呼出音声が保留されているとする該
当内線電話機の状態を状態管理テーブルで確認する（Ｓ１２９）。確認の結果、状態が「
保留中」であった場合（Ｓ１３０：Ｙ）、対象の内線電話機に対して、記録されている音
声データを送出する（Ｓ１３１）。状態が「保留中」でなかった場合（Ｓ１３０：Ｎ）、
対象の内線電話機に対して「状態不一致エラー」メッセージを送信する（Ｓ１３２）。
【００３８】
図１０は、受信したメッセージが、「一斉呼出音声再生完了通知」メッセージであった場
合（Ｓ１３３：Ｙ）を示す。この場合、対象の内線電話機へ送出していた音声データを停
止する（Ｓ１３４）。状態管理テーブルの該内線電話機の状態表示を「保留中」から「空
白」に更新する（Ｓ１３５）。さらに、先に一斉呼出しを起動した内線電話機へ向けて「
一斉呼出音声再生完了表示」メッセージを送信し、保留中音声を再生した内線電話機が応
答不能で保留中だった内線電話機と異なる場合は応答不能で保留中だった内線電話機へ向
けて「一斉呼出音声再生完了表示」メッセージを合わせて送信する（Ｓ１３６）。
【００３９】
図１１は、受信したメッセージが、「呼設定要求」メッセージであった場合（Ｓ１３７：



(9) JP 2009-272841 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

Ｙ）を示す。この場合、外線側に対して「呼設定」メッセージを送信し（Ｓ１３８）、外
線側からの「応答」メッセージ受信を待つ（Ｓ１３９）。外線側からの「応答」メッセー
ジを受信したら（Ｓ１３９：Ｙ）、当該内線電話機へ向けて「応答通知」メッセージを送
信し、当該内線端末は通話を開始する（Ｓ１４０）。一斉呼出可能内線電話機状態記憶部
の状態管理テーブルの当該内線電話機の状態を「可能」から「不能」に変更し、不能の理
由を「通話中」で登録する（Ｓ１４１）。
【００４０】
図１２は、受信したメッセージが、「一斉呼出拒否設定」メッセージであった場合（Ｓ１
４２：Ｙ）の場合を示す。この場合、一斉呼出可能内線電話機状態記憶部１０４の状態管
理テーブルの当該内線電話機の状態を調査し、一斉応答可能／不能の理由が「非拒否」で
なかったら（Ｓ１４３：Ｎ）、前記状態管理テーブルの状態を「可能」から「不能」に変
更、不能の理由を「拒否」で登録する（Ｓ１４４）。さらに、当該内線電話に向けて「更
新完了通知」メッセージを送信し更新が正しく行われたことを通知する（Ｓ１４５）。
【００４１】
また、一斉呼出可能内線電話機状態記憶部１０４の状態管理テーブルの当該内線電話機の
状態を調査し、一斉呼出可能／不能の理由が「非拒否」で登録されていた場合は（Ｓ１４
３：Ｙ）、前記状態管理テーブルは更新せず、当該内線電話機に対して「更新中止通知」
メッセージを送信する（Ｓ１４６）。
【００４２】
また、受信したメッセージが、「一斉呼出拒否解除」メッセージであった場合（Ｓ１４７
：Ｙ）、一斉呼出可能内線電話機状態記憶部１０４の状態管理テーブルの当該内線電話機
の状態を調査し、一斉応答可能／不能の理由が「通話中」でない場合は（Ｓ１４８：Ｎ）
、前記状態管理テーブルの状態を「不能」から「可能」に変更、可能の理由を「(空白)」
で登録する（Ｓ１５０）。当該内線電話に対して、「更新完了通知」メッセージを送信し
、更新が正しく行われたことを通知する（Ｓ１５０）。
【００４３】
また、一斉呼出可能内線電話機状態記憶部１０４の状態管理テーブルの当該内線電話機の
状態を調査し、一斉呼出可能／不能の理由が「通話中」で登録されている場合は（Ｓ１４
８：Ｙ）、前記状態管理テーブルの更新はせず、当該内線電話機に対しては「更新中止通
知」メッセージを送信する（Ｓ１５１）。
【００４４】
図１３は、受信したメッセージが、「一斉呼出非拒否登録」メッセージであった場合（Ｓ
１５２：Ｙ）の場合を示す。この場合、一斉呼出可能内線電話機状態記憶部１０４の状態
管理テーブルの当該内線電話機の状態の如何に関わらず、前記状態管理テーブルの状態を
「不能」から「可能」に変更、可能の理由を「非拒否」で登録する（Ｓ１５３）。当該内
線電話に向けて「更新完了通知」メッセージを送信し、更新が正しく行われたことを通知
する（Ｓ１５４）。
【００４５】
次に受信したメッセージが、「一斉呼出非拒否登録解除」メッセージであった場合（Ｓ１
５５：Ｙ）の場合は、一斉呼出可能内線電話機状態記憶部１０４の状態管理テーブルの当
該内線電話機の状態の如何に関わらず、前記状態管理テーブルの状態を「不能」から「可
能」に変更、可能の理由を「(空白)」で登録する（Ｓ１５６）。当該内線電話に向けて「
更新完了通知」メッセージを送信し、更新が正しく行われたことを通知する（Ｓ１５７）
。
【００４６】
図１４～２１に内線電話機の動作フローチャートを示す。図１４のフローチャートは、例
えば内線電話機の電源が投入されたことにより装置が初期化された場合に開始する。
【００４７】
図１４は、「一斉呼出」の場合の内線電話機の動作フローチャートを示す。まず、ユーザ
の操作を調査（Ｓ２０１、Ｓ２０２）し、ユーザーの操作が「一斉呼出」であった場合（
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Ｓ２０３：Ｙ）、呼制御装置１００へ「一斉呼出可能内線リスト要求」メッセージを送信
する（Ｓ２０５）。
【００４８】
図１５は、受信メッセージが「一斉呼出可能リスト通知」であった場合（Ｓ２０７：Ｙ）
を示す。
この場合、内線電話機の主制御部２０３は呼制御装置１００からの受信メッセージを調査
し（Ｓ２０６）、受信メッセージが「一斉呼出可能リスト通知」であった場合（Ｓ２０７
：Ｙ）、呼制御装置１００へ「一斉呼出要求」メッセージを送信（Ｓ２０８）し、ＬＣＤ
、ＬＥＤ等に一斉呼出し内線電話機グループに所属するすべての内線電話機の状態を表示
する（Ｓ２０９）。
【００４９】
図１６は、呼制御装置１００からの受信メッセージが「一斉呼出準備完了通知」であった
場合（Ｓ２１０：Ｙ）を示す。この場合、呼出し可能な内線電話機との間で通話パスを確
立し（Ｓ２１１）、呼制御装置１００へ記録用音声データの送信を開始する（Ｓ２１２）
。
【００５０】
図１７は、呼制御装置１００からの受信メッセージが「一斉呼出音声再生完了表示」であ
った場合（Ｓ２１３：Ｙ）を示す。この場合、ＬＣＤ、ＬＥＤ等で保留中と表示されてい
た「呼出し音声」が呼出し先の内線電話機で再生されたこと表示し、先に一斉呼出を起動
したユーザーへ通知される（Ｓ２１４）。
【００５１】
図１８は、受信メッセージが「一斉呼出開始通知」であった場合（Ｓ２２０：Ｙ）を示す
。この場合、前記受信準備完了で呼制御装置１００へ「肯定応答」メッセージを送信し（
Ｓ２２３）、一斉呼出しを起動した内線電話機との間で通話パスを確立する（Ｓ２２１）
。
【００５２】
また、受信メッセージが「音声データ保留通知」であった場合（Ｓ２２４：Ｙ）、内線電
話機のＬＣＤ等に「保留音声あり」の旨表示し（Ｓ２２５）、呼制御装置１００へ「肯定
応答」メッセージを送信する（Ｓ２２６）。
【００５３】
図１９は、ユーザの操作が「応答可能通知」であった場合（Ｓ２２７：Ｙ）を示す。この
場合、呼制御装置１００との間に音声パスを確立し（Ｓ２２８）、呼制御装置１００へ「
一斉呼出音声再生要求」メッセージを送信する（Ｓ２２９）。呼制御装置１００から音声
データが送られてくるので、これの受信を開始及び再生し（Ｓ２３０）、音声データの受
信が全て完了したら（Ｓ２３１：Ｙ）、呼制御装置１００へ「一斉呼出音声再生完了通知
」メッセージを送信する（Ｓ２３２）。
【００５４】
図２０は、ユーザの操作が「一斉呼出拒否設定」であった場合（Ｓ２３３：Ｙ）を示す。
この場合、呼制御装置１００へ「一斉呼出拒否設定」メッセージを送信し、ユーザの操作
を呼制御装置１００へ伝える（Ｓ２３４）。また、ユーザの操作が「一斉呼出拒否解除」
であった場合（Ｓ２３５：Ｙ）、呼制御装置１００へ「一斉呼出拒否解除」メッセージを
送信する（Ｓ２３６）。
【００５５】
図２１は、ユーザの操作が「一斉呼出非拒否登録」であった場合（Ｓ２３７：Ｙ）を示す
。この場合、呼制御装置１００へ「一斉呼出非拒否登録」メッセージを送信する（Ｓ２３
８）。また、ユーザの操作が「一斉呼出非拒否登録解除」であった場合（Ｓ２３９：Ｙ）
、呼制御装置１００へ「一斉呼出非拒否登録解除」メッセージを送信する（Ｓ２４０）。
【００５６】
なお、本実施例は内線電話機が外線通話中であった場合一斉呼出不能と判断するものであ
ったが、



(11) JP 2009-272841 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

内線通話中も同様に一斉呼出不能と判断しても良いし、例えば内線電話機に人感センサー
を搭載するものであった場合、近くに人がいない場合を一斉呼出不能と判断することも可
能である。
【００５７】
また、図１では本発明の基本的なシステム構成として、一般的なビジネスホンの例を示し
たが、
図２２に示す様な内線２０がＬＡＮで構成されるＩＰ電話システムであっても良い。
 
 
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】システム構成図
【図２】呼制御装置の機能ブロック図
【図３】内線電話機の機能ブロック図
【図４】呼制御装置の動作シーケンス図
【図５】呼制御装置の動作シーケンス図
【図６－１】呼制御装置の動作シーケンス図
【図６－２】呼制御装置の動作シーケンス図
【図７】呼制御装置の動作フローチャート
【図８】呼制御装置の動作フローチャート
【図９】呼制御装置の動作フローチャート
【図１０】呼制御装置の動作フローチャート
【図１１】呼制御装置の動作フローチャート
【図１２】呼制御装置の動作フローチャート
【図１３】呼制御装置の動作フローチャート
【図１４】内線電話機の動作フローチャート
【図１５】内線電話機の動作フローチャート
【図１６】内線電話機の動作フローチャート
【図１７】内線電話機の動作フローチャート
【図１８】内線電話機の動作フローチャート
【図１９】内線電話機の動作フローチャート
【図２０】内線電話機の動作フローチャート
【図２１】内線電話機の動作フローチャート
【図２２】システム構成図（ＬＡＮ構成）
【符号の説明】
【００５９】
１０　　　通信事業者が提供する回線
２０　　　内線
１００　　呼制御装置
１０１　　通信制御部
１０２　　呼制御部
１０３　　主制御部
１０４　　一斉呼出可能内線電話機状態記憶部
１０５　　内線電話機一斉呼出管理部
１０６　　音声データ蓄積部
２００　　内線電話機
２０１　　通信制御部
２０２　　一斉呼出管理部
２０３　　主制御部
２０４　　ＭＭ操作部
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２０５　　ＭＭ表示部
２０６　　音声入力部
 
 
 

【図１】

【図２】
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【図３】
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【図６－１】

【図６－２】

【図７】
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【図８】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】
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